
感染症情報 ７月３日～９日

④ＲＳウイルス感染症

②感染性胃腸炎

⑤咽頭結膜熱

６３４例（堺市 

３５６例（堺市 ５３例）
１６１例（堺市 １４例）

前週比１０．６％減の２，９３６件の報告数であった。ヘルパンギー
ナは府下で１６％減、堺市で１３３例→１２８例であった。定点当たり
は府下が７．１２→６．０１で、堺市は７．００→６．７４。感染性胃腸炎
が府下で前週比１２％減、堺市で前週４４例→今回３７例であった。
溶連菌感染症が府下が８％減、堺市で前週５４例→今回５９例。
ＲＳウイルス感染症が府下で３％増、堺市で３０例→５３例であった。
定点当たり大阪府が１．７８→１．８４、堺市が１．５８→２．７９。咽頭
結膜熱が府下で１％減、堺市で前回２１例→今回１４例であった。
インフルエンザが府下で前週１７２例→２２３例で３０％増、堺市で
前週１０例→今回２０例であった。定点当たり大阪府は０．５８→
０．７５、堺市で０．３４→０．６９であった。

３７例）
③溶連菌感染症 ４２４例（堺市 ５９例）

１２８例）

府下２９６医療機関（堺市２９）から

府下小児科１９４医療機関（堺市１９）から

①ヘルパンギーナ １，１６６例（堺市

２２３例（堺市インフルエンザ ２０例）

府下２９６医療機関（堺市２９）から

２，３３０例（堺市新型コロナウイルス感染症 ２６３例）

 新型コロナウイルス感染症の定点報告は、大阪府で前週
１，７５４例→今回２，３３０例で３３％増、定点当たり５．９３→７．８７
に、堺市は前週２１１例→今回２６３例で２５％増、定点当たり７．２８
→９．０７であった。大阪府下で堺市ブロックが定点当たり４週連続
ワーストは免れたが、第３位ではある。

大阪府定点 ７．８７ 堺市定点 ９．０７

 麻疹や風疹の報告はなかった。

大 阪 府 の 年 齢 層 別 の 報 告 数
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合計
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